






第６選挙区（合併前の春日居町農業委員会の区域）の方

※指定を受けている病院、老人ホーム等に入院（所）中の方は施設内で不在者投票ができます。
　詳しくは市選挙管理委員会へお問い合わせください。

●�問合せ先　　笛吹市選挙管理委員会　０５５-２６２-４１１１（内線２０１～２０３）

選挙当日に、仕事や旅行、冠婚葬祭などの予定がある人は期日前投票ができます。

◇�期日前投票ができる期間・時間

各期日前投票所とも　８月21日（日）～26日（金）の午前８時30分～午後8時

◇�期日前投票ができる場所

選挙区（名簿登録地）によって期日前投票ができる場所が異なります。

一宮南小学校第４ 市之蔵、新巻、東新居、狐新居、金沢、土塚

一宮北小学校第３ 中尾、南野呂、北野呂、上矢作、下矢作、小城、田中

一宮西小学校第１ 竹原田、金田、東原、坪井

末木公民館第２
北都塚、末木、本都塚、国分、塩田、一ノ宮、神沢、
石、地蔵堂、千米寺

投　　票　　所投票区定数

第３選挙区（合併前の一宮町農業委員会の区域）

７人

地　　　　域

笛吹市役所境川支所第１
大黒坂、小黒坂、小山、前間田、石橋、三椚、大坪、
境、大窪、藤垈、原、上寺尾、中寺尾、間門

投　　票　　所投票区定数

第５選挙区（合併前の境川村農業委員会の区域）

３人

地　　　　域

笛吹市役所春日居支所第１
熊野堂、下岩下、別田、桑戸、小松、寺本、枝郷、
加茂、国府、徳条、鎮目

投　　票　　所投票区定数

第６選挙区（合併前の春日居町農業委員会の区域）

３人

地　　　　域

御所保育所第３ 岡、増利、大間田、永井、米倉

花鳥保育所第２ 高家、奈良原、竹居

八代総合会館第１ 南、北

投　　票　　所投票区定数

第４選挙区（合併前の八代町農業委員会の区域）

５人

地　　　　域

笛吹市役所　春日居支所

第５選挙区（合併前の境川村農業委員会の区域）の方 笛吹市役所　境川支所

第４選挙区（合併前の八代町農業委員会の区域）の方 笛吹市役所　八代支所

第３選挙区（合併前の一宮町農業委員会の区域）の方 笛吹市役所　一宮支所

第２選挙区（合併前の御坂町農業委員会の区域）の方 笛吹市役所　御坂支所

第１選挙区（合併前の石和町農業委員会の区域）の方 笛吹市スコレーセンター

選　　　挙　　　区 期日前投票所の場所

竹居地区コミュニティセンター

投 票 日
投票時間

８月27日（土）
午前7時から午後８時

　任期満了（平成17年８月31日）に伴う笛吹市農業委員会委員一般選挙は合併前の農業委員会の区域ごと

に選挙区を設けて次のとおり行われます。

◆投票できる人（有権者）は?
　平成17年３月31日確定の農業委員会委員選挙人名簿に登載されている人で、次の要件すべてに該当す

る人です。

①�笛吹市に住所を有すること。（投票日現在）

②�満20歳以上であること。（平成17年３月31日現在）

③�10アール以上の農地の耕作の業務を営む者か、またはその同居の親族・配偶者で年間概ね60日以上耕

作に従事していると農業委員会が認めた者。

※ただし、成年被後見人や禁錮以上の刑に処せられその執行を終えるまでの者等は投票ができません。

◆投票所入場券
　告示日以降、投票になった選挙区の有権者に郵送いたしますので投票時にお持ちください。

　入場券が届かなかった場合や紛失した場合でも入場券を再交付しますので、投票時に投票所で係員に

申し出てください。　

※無投票になった選挙区については入場券の郵送を行いません。

◆投票所　選挙区ごとに次の17箇所に設置されます。入場券に記載の投票所にて投票を行ってください。

○�告示日　　　　　　平成17年８月20日（土）
○�立候補の届出受付　平成17年８月20日（土）午前８時30分から午後５時
　　�　　　　　　　　笛吹市役所本庁舎　３階大会議室
○�開票（選挙会）　　平成17年８月27日（土）午後９時30分から
　　�　　　　　　　　笛吹市立石和南小学校　屋内運動場

第４ 南、室部、神有、大野寺

成田地区コミュニティセンター第３ 成田、下成田、国衙

御坂東部地区公民館第２
下黒駒、八反田、若宮、道場、駒留、新上宿、坂野、
十郎、戸倉、藤野木、新田、立沢

御坂農村環境改善センター第１
夏目原、八千蔵、栗合、二之宮、下井之上、金川原、
井之上、下野原、尾山、蕎麦塚、二階

投　　票　　所投票区定数

第２選挙区（合併前の御坂町農業委員会の区域）

７人

地　　　　域

竹居地区コミュニティセンター第４ 南、室部、神有、大野寺

成田地区コミュニティセンター第３ 成田、下成田、国衙

御坂東部地区公民館第２
下黒駒、八反田、若宮、道場、駒留、新上宿、坂野、
十郎、戸倉、藤野木、新田、立沢

御坂農村環境改善センター第１
夏目原、八千蔵、栗合、二之宮、下井之上、金川原、
井之上、下野原、尾山、蕎麦塚、二階

投　　票　　所投票区定数

第２選挙区（合併前の御坂町農業委員会の区域）

７人

地　　　　域

山岸公民館第３ 山崎、松本、駅前、山岸

石和東小学校屋内運動場第２ 下平井、上平井、中川

富士見小学校屋内運動場第４
唐柏、東高橋、小石和、向田、今井、河内、砂原、
井戸、東油川、恵比寿

石和南小学校屋内運動場第１
市部、窪中島、四日市場、日の出、広瀬、川中島、
八田

投　　票　　所投票区定数

第１選挙区（合併前の石和町農業委員会の区域）

５人

地　　　　域



◎問合せ先 ●

●

●

八代支所健康福祉課
境川支所健康福祉課
春日居支所健康福祉課

055-265-2111
055-266-2111
0553-26-3111

●

●

●

保健福祉部健康づくり課
御坂支所健康福祉課
一宮支所健康福祉課

055-261-1901�
055-262-2271
0553-47-1111

平成17年5月30日付けで厚生労働省より

「定期の予防接種における日本脳炎ワクチン接種の積極的差し控え」についての勧告を受けました。

　このことにより、笛吹市では下記のような対応となります。

①当面の間、定期の日本脳炎ワクチンの接種は見合わせてください。＊お持ちの予診票は保管してください。

②流行地へ渡航する場合、蚊に刺されやすい環境にある場合等、日本脳炎に感染するおそれが高く、本人又はその保

護者が希望する場合は、効果及び副反応を理解し、保護者の同意を得た上で、現行の日本脳炎ワクチンの接種を行

うことが出来ます。

＊上記に該当する方は、下記連絡先まで問い合わせください。

＊住所地へ
　問い合わせください。

乳幼児予防接種通知対象者

＊対象者には、7月末に予診票、契約医療機関等の詳しいお知ら
せをします。接種時期等の内容をよく確認し契約医療機関にて
予防接種を受けてください。

＊他市町村より転入してきた方、予診票のない方、有効期限切れの方はお住まいの地域の下記連絡先までお問い合わせください。�

平成17年
　
5月生まれ

　

平成16年
　
8月生まれ

平成　6年　8月生まれ

予 防 接 種 名 対 象 児
B C G �
三種混合Ⅰ期初回・追加
麻 し ん
風 し ん
二 種 混 合

保健福祉部　健康づくり課

◎申込・問合せ先 一宮支所�健康福祉課・保健師　0553-47-1111（内線149）

対象者■

時 間■

その他■

　8020運動とは「80歳で20本以上の歯を保ち、豊かな食生活を楽しんで健康な高齢時代を過ごす」ことを目指した運動です。
　親知らず（智歯）を除く28本のうち、健康な歯が20本以上残っていれば自分の歯でほとんどの食品を食べることが
でき、健康を維持するのに大いに役立ちます。
　人生80年時代を迎えて、健康であること、長寿であることはすべての人々の願いです。80歳を過ぎても健康な歯を
20本以上保って、自分の歯で何でもおいしく食べて、健康でいきいきとした生活を送りましょう。 

主 催
応募期限
選考方法

応募資格山梨県歯科医師会　��������　　　�����大正14年3月31日以前の生まれで、自分の歯が20本以上残っている方

平成17年8月27日（土）まで

①応募者がかかりつけ歯科医院（山梨県歯科医師会会員）で応募することを申し出て、口腔の健診をか

かりつけ歯科医に行ってもらう（自薦、他薦は問わない）。

②応募資格を満たしていることを健診実施者が認めた場合、歯科医院推薦として山梨県歯科医師会に報告し決定する。

今秋開催の「第22回山梨県民歯科保健のつどい」において発表し、表彰・記念品を授与します。

◎問合せ先 ・山梨県歯科医師会�055-252-6481　・保健福祉部�健康づくり課�055-261-1910

表彰者の発表・記念品の授与

■

■

■

■

■

笛吹市にお住まいの保育園未就園児と
その保護者 ＊定員になり次第締め切り

���ますので、ご了承ください。

午前10時～11時30分

○動きやすい服装でおいでください。
○9月は汗をかきますのでお茶などの

飲み物・タオル・体育館履き（靴底が

きれいな靴・はだしでも可）をお持ちください。

お家の中で親子で過ごすことが多い人、お友達がほしいと思っている人・・・、
みんなで楽しいひとときを過ごしませんか。
ちびっこキャラバンの先生をお迎えして、親子あそびをします。是非ご参加ください。

平成17年

平成18年

水あそびごっこ
運動会ごっこ
遠足ごっこ
落ち葉あそびごっこ
クリスマス会
お正月あそび
雪あそびごっこ
春の旅立ち会

月
月
月
月
月
月
月
月

日
日
日
日
日
日
日
日

水
木
金
火
金
金
火
金

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

一宮保健センター・2階
いちのみや桃の里スポーツ公園・体育館

一宮保健センター・2階

日　程 内　容 場　所

8
9

10
11
12

1
2
3

31
29
28
22
16
20
28
17

　ホッチキスの針やビニールが付いている紙
などのミックスペーパーとその他プラスチック
の収集地区を拡大します。10月から収集する
地区は次のとおりです。

　御坂町�成田、二之宮地区　境川町全地区
　一宮町�田中、中�尾�地�区　八代町全地区

＊詳しくは、各支所又は環境対策課へお問い合わせください。

【H16年度�家電4品目の不法投棄実施】

◎問合せ先

　不法投棄がいったん発生すると、地域住民の

生活環境や景観に支障を及ぼすばかりでなく、

原状回復に多大な費用と時間を必要とします。

　不法投棄されるものは、自転車からおもちゃ

までさまざまですが、その中でも特に多いもの

が廃家電です。テレビ等は家電リサイクル法に

より、処分するのにリサイクル料金がかかります。

不法投棄は、「廃棄物の処理及び清掃に関する
法律」により、5年以下の懲役または1,000万円

（法人には1億円まで加重ができる）以下の罰
金がかせられるなど、厳しく禁じられています。
詳しくは、各支所又は環境対策課へお問い合
わせください。

　「ミックスペーパーを出すのに紙袋が無くて困っている。」との相談を受けることがあり
ます。そんなときはダンボール箱に入れて、ミックスペーパーの収集日に出せば、大丈夫。
また、シュレッダーにかけた紙もミックスペーパーに出せます。
　重くて持てなくなるので、あまり大きなダンボールは使わないようにしてください。

●市民環境部
●御 坂 支 所
●一 宮 支 所

環境対策課
住 民 課
住 民 課

055-261-2044
055-262-2271
0553-47-1111

●八 代 支 所
●境 川 支 所
●春日居支所

住 民 課
住 民 課
住 民 課

055-265-2111
055-266-2111
0553-26-3111

テレビ
62％

冷蔵庫
冷凍庫
18％

洗濯機
14％

テレビ
62％

冷蔵庫
冷凍庫
18％

洗濯機
14％

エアコン
6％

審議会などでは、
・ミックスペーパー及びその他プラスチック��
　の回収方法
・生ごみの減量化
・環境教育の推進方法　など

笛吹市の環境に対するさまざまな事が、活発
に検討されています。

�笛吹市では、市民の意見等をより一層、環境
行政に反映するために、いろいろな審議会や
協議会を開催しています。

・廃棄物減量等推進審議会
・笛吹市生ごみ減量検討委員会　など



保健福祉部　福祉総務課

　身体又は精神に重度で永続する障害のため、日常生活において常時の介護を要する在宅の20歳未満の
方に支給されます。

　該当となる重度の障害の程度は、身体の障害（内科的疾患も含む）については、おおむね身体障害者

手帳が1級程度（両手指欠損など一部の2級）、精神の障害については、療育手帳がA-2a程度の知的障害、

または同程度以上の精神障害などとなっています。

　手当月額は、14,430円です。（毎年度、見直しがあります。）

　なお、施設等へ入所されている方及び障害を理由とする公的年金を受けている（受けることができる）

方や所得制限などにより手当が支給されない場合があります。

　詳細につきましては、下記までお問い合わせください。

　身体又は精神に著しく重度で永続する障害があるため、日常生活において常時特別の介護を要する在
宅の20歳以上の方に支給されます。

　該当となる著しく重度の障害の程度は、おおむね身体障害者手帳1級（視力・聴覚障害など一部2級）

程度の異なる障害が2つ以上ある場合、最重度程度の知的障害や同程度以上の精神障害などとなっ

ています。

　手当月額は、26,520円です。（毎年度、見直しがあります。）

　なお、施設等入所・入院（3カ月以上継続）されている方や所得制限などにより手当が支給されない

場合があります。

　詳細につきましては、下記までお問い合わせください。

　戦没者等の死亡当時のご遺族の方で、平成17年4月1日時点において、公務扶助料や遺族年金等を受け
る方がいない場合には、次の対象者順位で最初に該当するご遺族の方1名に対し、額面40万円、10年償還
の記名国債が支給されます。

■ 対 象 者

■請求期限

弔慰金の受給権者

戦没者等の子

①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹（戦没者と生計関係を有しており、かつ、戦没者と

氏が同じである方。）

上記3以外の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹

上記1から4以外の三親等内の親族（戦没者等の死亡時まで引き続き1年以上生計

関係を有していた方に限られます。）

平成20年3月31日

1.

2.

3.

4.

5.

◎問合せ先 保健福祉部�福祉総務課�障害担当　055‐262‐1271（内線126）

◎問合せ先 ●

●

●

八 代 支 所 健 康 福 祉 課
境 川 支 所 健 康 福 祉 課
春日居支所健康福祉課

055-265-2111
055-266-2111
0553-26-3111

●

●

●

保 健 福 祉 部 福 祉 総 務 課
御 坂 支 所 健 康 福 祉 課
一 宮 支 所 健 康 福 祉 課

055-262-1271
055-262-2271
0553-47-1111

保健福祉部　福祉総務課

◎問合せ先 保健福祉部�福祉総務課�障害担当　055‐262‐1271（内線126）

市民環境部　市民課

　緑豊かなまちづくりを推進することを目的として、緑化推進記念樹配布制度があります。平成17年4月
1日以降の慶事（誕生・結婚・住宅新築）に該当する市民で、希望する方に申請により苗木を差し上げます。

■�記念樹の種類

■�申請方法

はなみずき、紅梅など６種類の中から１本

該当してから１年以内に、申請用紙に必要事項を記入して笛吹市役所市民課・各

支所住民課に提出してください。

◎問合せ先 市民環境部�市民課　055‐262‐4111（内線115）

　身体又は精神に中程度以上の永続する障害がある20歳未満の児童を養育している父母等で
次の要件等を満たしている方に支給されます。

（1）父又は母（養育者）

・対象児童を監護していること

・日本国内に住所を有すること

対象児童の障害程度

　障害の程度については、おおむね次のとおりでありますが、原則として手当認定診断書により

認定します。（身体障害者手帳や療育手帳をお持ちの場合、診断書を省略できる場合がありますの

で、笛吹市福祉事務所障害担当までお問い合わせください。）

・手当1級

　①身体障害者手帳のおおむね1級・2級程度に該当する方。

　②療育手帳「A-1、A-2a、A-2b」程度の知的障害又は同程度の精神障害のある方。

・手当2級

　①身体障害者手帳のおおむね3級程度（下肢障害等は一部4級程度まで）に該当する方。

　②日常生活が著しい制限を受ける程度の知的障害又は同程度の精神障害のある方。

（3）支給制限
　手当を請求する方（原則は父）又はその配偶者もしくは扶養義務者の前年の所得が一定金額以

上あるときは、手当を受けることができません。

●手当額（対象児童1人につき）　毎年度、見直しがあります。

・1級　月額�50,900円　　・2級　月額�33,900円

●手当の支給

　手当が認定されますと、認定請求をした翌月から毎年3回（4月・8月・11月）に分けて、郵便振

込みにより支給されます。

●認定請求に必要な書類

ア.�請求者と対象児童を含む世帯全員の戸籍謄本（外国人の方は登録済証明書の写し）

イ.�世帯全員の住民票の写し（外国人の方は登録済証明書の写し）

ウ.�所定の診断書（用紙は福祉事務所及び各支所にあります）

エ.�その他必要な書類

（2）対象児童

・20歳未満で下記の障害程度であること

・日本国内に住所を有すること

・障害を支給事由とする年金を受けていないこと

・児童福祉施設等の施設に入所していないこと



市民環境部　国民健康保険課

◎問合せ先 市民環境部�国民健康保険課�高齢者医療担当　055-262-4111（内線125）

◎申込・問合せ先 岩間佳子さんへ　055-262-2947

■健康が最大の医療費節約です

　生活習慣病（高血圧症・高脂血症・心臓病・糖尿病・等）を予防し、医療費を上手に使い、いつまでも健康で
生き生きと暮らしましょう。医療のかかり方によっては、医療費を無駄に使っている場合もあります。

○重複受診を避けましょう

一つの病気でお医者さんをあちこち変えていませんか（重複受診）お医者さんを信頼し、指示を守りましょう。

○診療時間内にお医者さんに掛かりましょう

緊急の場合を除き時間外受診は避けましょう。

○薬は上手に飲みましょう

適切な用量・用法を守ってお医者さんの指示に従って飲みましょう。

○健康診断を受けましょう

定期健診を受け病気の早期発見・早期治療を心がけましょう

○かかりつけ医（家庭医）を持ちましょう

なんでも相談できる、かかりつけ医を決めておくと
いざという時に心強いものです。

■老人医療費が年々増大しています
　老人医療費のうち自己負担分（医療費の1割ないし2割）

以外は国民健康保険や健康保険組合などが負担する

「老人保健拠出金」が5割強を、国・県・市が負担する「公費」

が4割弱をそれぞれまかなっています。

　老人保健拠出金は、医療保険の保険者と、加入している

被保険者が負担しています。また公費は皆さんが納めた

税金などが当てられています。

　平成16年度笛吹市老人医療費（平成16年10月診療分～平成17年2月診療分迄）は、293,200円/人,

（市内老人医療対象老人9,274人）と、なっています。

　17年2月診療分の国保老健医療費ですが100床以上病院、市内5箇所と、市外3病院合わせて8病院の

受診率は、総件数のうち14.4%の件数、総費用額のうち34.4%の費用額が支払われました。

■開催場所　笛吹市石和町上平井498　岩間宅

月　日 時　間 内　容 備　考
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8

8

8

8

8

9
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16

23

30

6

13

月

月

月

月

月

月

月

月

月

日

日

日

日

日

日

日

日

日

（火）

（火）

（火）

（火）

（火）

（火）

（火）

（火）

（火）

午後1時～

午後1時～

午後1時～

午後5時～

午後1時～

午後1時～

正午集合

午後1時～

午後1時～

ハンドゲーム

水遊び

絵本の読み聞かせ

すくすくランド夏祭り

ぶどう狩りしよう

水遊び

ママはレストラン

親子でエアロビクス

親子でつくろう

水にぬれてもいい服装を

8月5日までに申込みを

8月25日までに申込み・先着5名

8月31日までに申込み・体操が出来る服装とタオルを

おしゃべりとティータイム

おしゃべりとティータイム

おしゃべりとティータイム

おしゃべりとティータイム

おしゃべりとティータイム

子どもは一時預かり

おしゃべりとティータイム

おしゃべりとティータイム

子育て中のお母さん!おやこサークル、すくすくランドでは、下記の予定でイベントを行います。

■日　程

【老人医療費財源内訳】

本人負担
10％

支払基金
52.2％

国庫支出金
25.2％

県負担金
6.3％

市負担金
6.3％

本人負担
10％

支払基金
52.2％

国庫支出金
25.2％

県負担金
6.3％

市負担金
6.3％

保健福祉部　介護保険課

◎問合せ先 保健福祉部�介護保険課�介護総務担当　055-261-1903

　介護保険は皆で支える制度です。サービス利用の有無に関わらず、特別な手続きもなく65歳以上の人は第1
号被保険者となることからもこのことが伺われます。介護保険料は介護給付費の財源の一部となりますので、
納付についてはお忘れのないようお願いします。

　普通徴収で窓口納付となっている人が、納付書が送られてきているにもかかわらず、うっかり支払うのを
忘れてしまったという場合が多いようです。納期を20日過ぎてもお支払されていないと督促状をお送りす
ることとしています。
　これを防ぐために口座引き落としをお勧めします。預金口座振替依頼書が指定金融機関、収納代理金融
機関などに備え付けてありますが、申し出ていただくと介護保険課や支所（健康福祉課）でもお渡しします。

　今のところ介護保険のサービスを利用されていない人であっても、生身の人間である以上、いつ介護が必要となるか
は分かりません。そのときになって給付制限であわてることがないよう、保険料の納め忘れにはご注意をお願いします。

督促状が送られてきましたが?

それでも未納の場合はどうなるのですか?

納期
↓

督促（滞納処分）
↓

償還払化

↓

一時差止

↓

差止額からの控除

↓

給付制限

納期から1年が過ぎても
なお未納の場合

納期から1年半が過ぎても
なお未納の場合

さらに未納の場合

納期から2年経過しても
なお未納の場合

介護保険サービスを利用した場合、通常は利用者負担は1割ですが、一旦10割を
利用者に負担していただくことになります

保険給付を一時差止めすることとなりますので、介護保険サービスを利用した
場合、納付されるまでの間は全額を利用者に負担していただくこととなります

一時差止めしている保険給付の額から滞納保険料を控除することになります

ア.時効により納められなくなってしまった期間に応じて給付額を減額する期
間が決まり、この期間中は保険給付が9割から7割に下がります。このため、
通常1割の利用者負担が3割となってしまいます。

イ.給付額を減額する期間中は高額サービス費も支給されなくなります

　滞納処分の他に、制度上「保険給付の給付制限」などがありますので注意が必要です。

産業経済部　農政課

【農薬散布について】
農薬散布時の事故防止と、適正な使用及び保管・管理を徹底しましょう。

【有害鳥獣対策について】
野生鳥獣による農作物被害を防ぐには、農地付近を動物が利用しにくい環境にする必要があります。

●果物・野菜などの未収穫物や、家庭から出る生ゴミを放置することのないよう、適切な処理を行いましょう。
●遊休農地を放置すると、野生動物の住処になるだけでなく、住宅地周辺では害虫発生の要因にもなりますので、

適切な管理を行いましょう。
●爆音機の使用はできるだけ避け、やむを得ず使用する場合にも、早朝・夜間は使用しないよう、周辺住民へのご配

慮をお願いします。
●有害鳥獣による農作物の被害を抑えるため、各地区猟友会のご協力をいただいて、有害鳥獣駆除を実施しますの

で、ご理解・ご協力をお願いします。

●住宅地周辺等において農薬を散布するときは、事前に周辺住民に連絡していただくとともに、散布方法や時間
帯に配慮してください。

●農薬の残液を河川等に流すと、環境汚染の要因にもなりかねますので、適正な処理を行ってください。

◎問合せ先 産業経済部�農政課　055-262-4111（内線231・232）



　
６
月
25
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
毎
年
、
全
国
で
約

50
人
に
一
人
と
い
う
高
い
確
率
で
交

通
事
故
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
な
か

っ
た
人
の
致
死
率
は
、
着
用
し
て
い

た
人
の
20
倍
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
が
い
く
ら
注
意
し
て

い
て
も
避
け
き
れ
な
い
﹁
も
ら
い
事

故
﹂
や
、
﹁
ゆ
っ
く
り
運
転
し
て
い

る
か
ら
・
・
・
﹂
﹁
通
り
慣
れ
た
道

路
だ
か
ら
・
・
・
﹂
と
安
心
し
て
い

る
と
思
わ
ぬ
事
故
に
遭
う
も
の
で
す
。

　
交
通
事
故
は
ま
れ
な
出
来
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
動
車
を
運
転
す
る

と
き
、
ま
た
は
同
乗
す
る
と
き
は
、

必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
お
子
さ
ん
に
は
必
ず
、
体

に
合
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正

し
く
着
用
さ
せ
、
親
の
責
任
で
交
通

事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
７
月
21
日
か
ら
８
月
20
日
ま
で
、
夏
の
交
通
事
故

防
止
県
民
運
動
が
、
右
記
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
運
動
の
重
点
目
標
は
、

①
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の

徹
底

③
運
転
中
の
携
帯
電
話
等
使
用
等
禁
止
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
等
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
追
放

で
す
。

　
児
童
や
生
徒
の
夏
休
み
期
間
で
も
あ
る
夏
の
行
楽

シ
ー
ズ
ン
に
、
交
通
事
故
の
多
発
や
、
暴
走
族
の
活

動
の
活
発
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
ご
家
庭
に
お
い
て
も
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
徹
底
し
、
交
通
事
故
防

止
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
推
進
に
向
け
、
市
の

プ
ラ
ン
策
定
と
推
進
の
た
め
、

笛
吹
市
男
女
共
同
参
画
委
員

と
し
て
40
名
を
委
嘱
し
ま
し

た
。

　
６
月
13
日
に
行
わ
れ
た
同

委
員
会
で
は
、
委
員
長
に
吉

原
五
鈴
子
氏
、
副
委
員
長
に

齊
藤
智
雄
氏
を
選
出
。
今
後

の
方
針
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
推
進
活
動
を
停
滞
さ
せ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
合
併
前

の
旧
町
村
に
お
い
て
策
定
さ

れ
た
プ
ラ
ン
を
基
に
、
速
や

か
に
市
の
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
日
頃
か
ら
市
政
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
６
月
末
の
市
県
民
税
の
口
座
か

ら
の
二
重
引
き
落
と
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
変
多
く
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
し
た
。
事
実
確
認
後
、
７
月
５
日

ま
で
に
す
べ
て
の
返
金
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
結
果
、
原
因
は
シ
ス
テ

ム
を
運
用
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
経
過
な

ど
に
お
い
て
誤
り
が
あ
っ
た
た
め
と
判
明

い
た
し
ま
し
た
。
今
後
こ
の
よ
う
な
事
態

が
生
じ
な
い
よ
う
万
全
の
対
策
を
講
じ
て

信
頼
の
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
か
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

︵
原
因
と
経
過
︶

①
収
納
業
務
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
当
初
予
定
の

処
理
方
式
で
な
か
っ
た
こ
と

②
全
期
前
納
の
収
納
処
理
完
了
前
に
第
１

期
分
の
引
落
し
デ
ー
タ
作
成
を
行
っ
た

こ
と

６
月
30
日
　
市
民
か
ら
の
連
絡
に
よ
り
二

重
引
落
し
１
５
８
４
人
分
の
事
実
確
認

が
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
日
、
金
融
機
関
に
処
理
の
取
り
消
し

を
依
頼
し
、
郵
便
局
を
除
く
対
象
者
１

４
４
１
人
分
に
返
還
し
ま
し
た
。
︵
各

金
融
機
関
及
び
郵
便
局
と
も
振
替
不
能

者
は
除
く
︶

７
月
４
日
　
郵
便
局
引
落
し
対
象
者
１
３

１
人
分
に
つ
い
て
返
還
し
ま
し
た
。

７
月
５
日
　
諸
事
情
に
よ
り
同
一
口
座
に

戻
せ
な
か
っ
た
郵
便
局
の
５
人
分
に
つ

い
て
、
他
の
口
座
に
返
還
し
、
す
べ
て

の
返
還
を
完
了
し
ま
し
た
。

■�問合せ先�　�甲府市寿町５-３飯島ビル���自衛隊山梨地方連絡部甲府募集案内所　　TEL・FAX　055-228-6427
　　　　　　　URL　http://www.yamanashi.plo.go.jp�　　E-mail　hq1@yamanashi.plo.jda.go.jp

募集項目 年齢資格 受付期間 備考コース概要

防衛医科大学校学生 修学年限６年　医師免許取得後２等陸・海・空尉

防衛大学校学生 修学年限４年　卒業後１年で３等陸・海・空尉
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高卒（見込み含）
21歳未満

学生手当
有り

看護学生 修学年限３年　看護師免許取得後２等陸曹
高卒（見込み含）

24歳未満

航空学生 入隊後約６年で３等海・空尉
高卒（見込み含）

21歳未満

一般曹候補学生 教育期間約２年終了後　３等陸・海・空曹
18歳以上
24歳未満

曹候補士 入隊後３年経過以降選考により　３等陸・海・空曹

２等陸・海・空士
陸上は2年、海上・航空は３年を１任期として任用
（以後２年を１任期） 18歳以上

27歳未満

9月9日
〜

9月30日

8月1日
〜

9月8日

お 詫 び



講 師 パソコン教室あっとほーむ　小林美由紀先生

テキスト代 当日500円持参

会 場 八代総合会館 定 員 10人

日 程 11月11日午前9時30分（4時半まで）

講 師 ハイエンド　中村孝一先生

会 場 御坂農村センター 定 員 15人

日 程 11月29日、12月1日、6日、8日
午後7時

初歩のエクセル。大きな文字のテキストで学び
ます。

講 師 宮川一英先生

会 場 境川総合会館 定 員 20人

材 料 費 3000円

日 程 12月2日
午後7時30分

心なごむ正月を迎えよう。お正月にむけてのミ
ニ盆栽づくり

エクセルを利用したパソコン講座。宛名ラベル
をつくりましょう。

講 師 パソコン教室あっとほーむ　小林美由紀先生

テキスト代 当日500円持参

会 場 八代総合会館 定 員 10人

日 程 11月10日午前9時30分（4時半まで）

インターネットや写真を使ったパソコン年賀状
づくり。

講 師 パソコン教室あっとほーむ　小林美由紀先生

テキスト代 当日500円初回持参

会 場 八代総合会館 定 員 各10人

日 程 11月17日　午前9時30分（4時半まで）－（1）
11月18日　午前9時30分（4時半まで）－（2）

電源の入れ方からのパソコン講座。

テキスト代 1000円

講 師 山梨スポーツ事業団インストラクター

会 場 いちのみや桃の里スポーツ公園

定 員 20人

日 程 12月2日午後1時30分

正しく美しく背筋を伸ばして歩きましょう。

講 師 （株）ジインズ

会 場 春日居あぐり情報ステーション 定 員 20人

日 程 10月25日、26日、28日
午後7時30分

自分の作品をインターネット上で公開してみま
せんか。絵画、文芸作品等お持ちの方、ご持参
ください。

講 師 石和文化協会囲碁部　佐野猛先生

会 場 スコレーセンター 定 員 20人

日 程 11月10日、17日、24日
12月1日、8日　午後1時30分

初級囲碁講座。囲碁は頭の体操です。お気軽に
ご参加ください。

講 師 網野美幸先生

会 場 学びの杜みさか 定 員 20人

材 料 費 5000円

日 程 10月21日、28日、11月18日
12月2日、9日　午後7時30分

ワイヤーとディップ液でガラスのような花をつ
くりましょう。

講 師

会 場 定 員

日 程

日本将棋連盟会長　米長邦雄先生
スコレーセンター 350人
9月24日 午前10時　　　��開学式

午前10時30分　学長講演

市民講座学長、日本将棋連盟会長
米長邦雄先生記念講演

講 師

会 場 定 員

日 程

菅沼和子先生 教材費等 3000円
スコレーセンター 10人
11月2日、9日、16日、30日
12月7日　午後7時30分

初心者向け着付け講座。新成人、若い人歓迎です。

講 師

会 場 定 員

日 程

市文化財審議委員・市学芸員等
釈迦堂遺跡博物館 15人
10月7日、14日、21日、28日
午後1時30分

釈迦堂博物館案内ボランティア養成講座。終了
時ライセンス交付。

講 師

会 場 定 員

日 程

手話サークルふえふき
スコレーセンター 20人
10月18日、25日
11月1日、8日、15日　午後7時30分

初心者対象の手話講座です。初歩的な会話から
始めます。

講 師 吉田昌子先生
キルヒーヨル先生

会 場

日 程

スコレーセンター 定 員 20人

教材費等 2000円

10月5日、12日、19日、26日
11月9日　午後7時30分

韓国語講座。人気ドラマのセリフや表現方法か
ら韓国語と韓国文化を学びます。

講 師

会 場 定 員

日 程

市環境対策課
御坂農村センター集合 各25人
10月19日　午前9時（達沢山）－（1）
11月16日　午前9時（大栃山）－（2）

やまなし100名山の清掃ハイキング。植物、昆虫
などの専門家が同行します。

講 師

会 場 定 員

日 程

栗原良先生
境川総合会館 20人
11月25日、28日、30日
午後7時30分

暮らしに役立つお金の貯め方、保険の見直し
方法、投資方法など、家計のお手伝いをいた
します。

講 師

会 場

日 程

雨宮広子先生
いちのみや桃の里ふれあい文化館

定 員 20人
10月5日、19日、26日
11月9日、16日　午後7時30分

聞こえない人の気持ちになって手話の初歩を学
びませんか。

講 師

会 場 定 員

日 程

消費生活センター　小沢一枝先生
スコレーセンター 100人
11月29日　午後2時

商品表示の見方、クーリングオフを学び、正し
い知識でお買い物。

講 師

会 場 定 員

日 程

小俣一巴先生
境川総合会館 20人
11月2日、9日、16日
午後7時30分

礼儀作法入門教室。贈答マナー、お正月のお屠
蘇、薄茶の頂き方等マナーを学びます。

　笛吹市教育委員会では、生涯学習の機会の充実を目指し市民講座（スコレー大学）を開催いた

します。多くの方のお申込みをお待ちしています。なお、10月開催予定の講座「帝国ホテル村上

信夫先生を囲む料理講座」については9月号で募集します。

問 合 せ 先

講 師 御坂文化協会　須田よ志子先生

材 料 費 8000円

会 場 スコレーセンター 定 員 20人

日 程 10月4日、18日、25日
11月1日、8日午後1時30分

自然な色を楽しむ押し花。しおりや額をつくり
ましょう。



講 師 須田美穂子先生

会 場 スコレーパリオ 定 員 15人

材 料 費 8000円

日 程 11月10日、17日、24日
12月1日、午後7時30分

銀粘土を使ってシルバーアクセサリーが簡単に
つくれます。

講 師 一宮文化協会書道部　依田百代先生

会 場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

定 員 20人

いちのみや桃の里ふれあい文化館

日 程 11月10日、17日、24日
12月1日、午後1時30分

はじめて筆を持つ方を対象にします。

講 師 石和文化協会書道部　伊藤美南海先生

会 場 スコレーセンター 定 員 20人

日 程 10月7日、14日、21日
11月18日、25日　午前10時

初心者実用書道教室。今年は筆で年賀状を書い
てみませんか。

講 師 渡辺倶男先生

会 場 八代総合会館 定 員 20人

日 程 10月13日、20日、27日
11月10日、17日　午後7時30分

気軽に尺八を学んでみませんか。

講 師 井上香代子先生

会 場 スコレーパリオ 定 員 24人

材料費等 2500円

日 程 11月9日、16日、24日、30日
12月14日　午後1時

中級陶芸講座。初級だけでは物足りない方、基
本を覚えながら少し手のこんだ作品に挑戦。

講 師 田中和仁先生

会 場 御坂農村センター 定 員 20人

日 程 10月5日、12日、19日、26日
11月2日　午後1時30分

普通のカメラも使いましょう。カメラの扱いか
ら得する裏技まで。

講 師 御坂文化協会　宇野五千雄先生

会 場 学びの杜みさか 定 員 20人

日 程 10月4日、25日
11月8日、15日、22日午後7時30分

絵画教室入門編。

講 師 杉原あけみ先生

会 場 スコレーパリオ 定 員 20人

花 代 5000円

日 程 日程:10月18日、25日
11月8日、22日、12月13日午後2時

身近な花を生け花に。暮らしにワンポイント。

講 師 金子津多恵先生

会 場 御坂農村センター 定 員 30人

日 程 12月9日
午後7時

簡単なストレッチ体操で全身の疲れをほぐします。
さわやかな汗を流して心と体のリフレッシュ。

講 師 青柳美恵子先生

会 場

定 員 20人

材 料 費 5000円

日 程 10月19日、26日
11月9日、30日、12月14日午後7時30分

どなたでも簡単にはじめられます。刺し子の基
礎を学びます。

講 師 角田かおり先生

会 場 スコレーパリオ 定 員 20人

花 代 5000円

日 程 10月18日、25日
11月8日、22日、12月13日午後7時

身近な花を生け花に。暮らしにワンポイント。

講 師 園芸高校橘田正博先生・末木嶺男先生

材料費等 1500円

会 場 山梨園芸高校 定 員 25人

日 程 10月14日、午後1時30分

秋の花をコーディネート。お庭や玄関をかざり
ましょう。

講 師 天野令子先生

教材費等 500円初回持参

会 場 境川総合会館 定 員 20人

日 程 9月28日、10月4日　午後7時30分

色で私を変える。色彩心理を学び、暮らしに効果的に
取り入れる方法を学びます。色鉛筆をご用意ください。

講 師 大石紬伝統工芸館職員

体 験 料 ・ 材 料 費 等 3000円

会 場 境川総合会館集合 定 員 20人

日 程 9月30日　午前9時集合

初秋の富士河口湖方面へ。染め工房を訪ね、草
木染を体験します。

講 師 佐々木ウイナー先生

材 料 費 500円当日持参

会 場 御坂農村センター 定 員 30人

日 程 11月16日　午前9時30分

身近な食材を利用した日本人の口にも合うタイ
料理をつくります。

講 師 佐藤洋子先生

材 料 費 当日200円持参

会 場 学びの杜みさか 定 員 30人

日 程 12月16日　午後1時30分

稲ワラでリースをつくり、松、南天、千代紙な
どを使い、お正月の雰囲気を演出します。

講 師 花炭の会のみなさん

窯使用料 500円持参　焼く材料各自持参

会 場 学びの杜みさか 定 員 20人

日 程 11月25日　午後1時30分

バナナ、栗のイガ、麦の穂、ハスの花など、か
ざり炭を焼く材料をセットします。窯入れと窯
出し希望者参加可能（日程は初回発表）。

講 師 教善寺田中貞正先生

負担金等 500円初回持参

会 場 八代総合会館 定 員 20人

日 程 11月30日、12月7日、16日　午前11時

蕎麦作り体験。今年の年越蕎麦は手作りで。

講 師 福嶋孝一先生

負担金等 1000円

会 場 学びの杜みさか 定 員 30人

日 程 10月21日、午後1時30分

山野草ならではの個性豊かなミニ盆栽づくり。
山野草や苔の小さな鉢づくり。

講 師 御坂文化協会陶芸部の皆さん

材料費等 2000円

会 場 御坂陶芸小屋 定 員 20人

日 程 11月1日、8日、15日、22日、28日
午後1時30分から

初心者対象の陶芸教室です。陶芸の基礎を学び
ながら作品をつくります。



講 師 桑原浜子先生・安藤彩子先生

会 場 春日居あぐり情報ステーション

材料費費 3000円

定 員 15人

日 程 10月7日、14日、21日�午後1時30分

卵の殻でおどろきの作品が。ブローチと額絵を
つくります。

講 師 市村美知子先生

会 場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

定 員 25人

日 程 10月7日、14日、21日、26日
午後1時30分

ヨーガを体験し、心も体もリラックス。

講 師 東八農業改良普及センター普及指導員

会 場 スコレーセンター 定 員 20人

日 程 11月17日
午後1時30分

美しいランの花、来年も咲かせるためにはどう
したらいいか。ちょっとした工夫と知識で来年
も美しく咲かせましょう。

講 師 笛吹警察署生活安全課

会 場 スコレーセンター 定 員 100人

日 程 12月6日
夜7時30分

ドラック、援助交際、ケータイ媒介の情報氾濫
の現実と対策。

定 員 25人

材 料 費 3000円

講 師 フラワーガーデンサイトウ斉藤康雄先生

会 場 一宮ふれあい文化館

日 程 12月25日　午後1時30分

お正月に向けてのフラワーアレンジメントに挑戦。

定 員 30人

材 料 費 当日300円持参

講 師 コープやまなし

会 場 御坂農村センター

日 程 9月29日　午後1時30分

エプロン、三角きん、密閉容器2個を準備して、
さあ、健康豆腐づくり。

講 師 東八農業改良普及センター普及指導員

会 場 スコレーセンター 定 員 20人

日 程 10月6日
午後1時30分

秋冬に向けた家庭菜園作り。プランターで秋冬
野菜を育てましょう。

講 師 ガーデニングセンター山田

会 場 境川総合会館 定 員 20人

材料費等 3000円

日 程 11月12日
午前9時30分

冬の部屋で楽しむ珍しい花。管理の仕方などを
学びます。

講 師 菊地はま子先生

会 場 若彦路ふれあいセンター1階 定 員 30人

日 程 11月1日、8日、15日
22日、29日　午後1時30分から

ハワイアンダンスの初心者教室です。仲間になっ
て、楽しく学びましょう。

講 師 早川志津子先生

会 場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

定 員 各20人

材料費等 1000円

日 程 10月18日　午後1時－（1）
10月20日　午後1時－（2）

初心者対象の陶芸教室です。お気軽にご参加く
ださい。

講 師 岩内洋臣先生

会 場 スコレーパリオ 定 員 20人

材 料 費 5000円

日 程 10月12日、19日、26日
11月9日、16日　午後7時30分

バラのプロによるフラワーアレンジメント講座。

講 師 八代文化協会陶芸部のみなさん

材料費等 1000円

会 場 若彦路ふれあいセンター陶芸室

定 員 25人

日 程 10月12日、13日、26日
11月2日　午後1時

初心者の陶芸講座です。お気軽にご参加ください。

講 師 県立文学館学芸員

定 員 20人

会 場 春日居コミュニティセンター
（文学館特別展見学あり）

日 程 10月29日、11月12日、26日午後2時

笛吹市ゆかりの文学講座。文学館見学もあります�

講 師 中村憲子先生

材 料 費 3000円

会 場 スコレーセンター 定 員 20人

日 程 10月21日、28日
11月11日、18日、25日午後1時30分

初心者パッチワーク講座。お気軽にご参加くだ
さい。

講 師 相原たつみ先生 材 料 費 7000円

会 場 スコレーセンター（最終回はパリオ）

定 員 20人

日 程 11月15日、22日、29日、12月6日
午後8時

革を使ってあなただけの小物をつくってみませ
んか。

講 師 平出恭子先生

定 員 20人

会 場 春日居あぐり情報ステーション

材 料 費 1500円

日 程 11月25日、午後1時

和紙人形をつくってみましょう。来年の干支で
ある犬をつくります。

講 師 天雷太鼓　梶原保男先生

教材費等 初回500円持参

会 場 御坂天雷太鼓道場 定 員 20人

日 程 10月11日、18日、25日
11月1日、8日午後8時から

はじめて太鼓を叩く方も、曲が叩けるようにな
ります。

講 師 糸魚川市　扇山和博先生

バス代・入館料等 5000円　弁当持参

会 場 スコレーセンター集合 定 員 20人

日 程 10月27日　午前7時出発

ヒスイ海岸でヒスイ採集。地元のプロが手ほど
きします。

講 師 教育委員会　文化財担当

昼食代等 1600円

会 場 境川総合会館集合

定 員 20人

日 程 10月6日　午前9時集合

市内探検講座。福光園寺や釈迦堂遺跡博物館、
山梨岡神社など、市内の文化財等を巡ります。

講 師 角田万紀先生

会 場 学びの杜みさか 定 員 各30人

材 料 費 各1800円

日 程 10月18日　午後1時30分－（1）
10月18日　午後7時30分－（2）

長期間生花のように新鮮。お部屋のインテリア
にいかがですか。



講 師

会 場 定 員

日 程

市スポーツ振興課　半田美恵子先生
石和清流館剣道場 40人
10月4日、18日、25日
11月1日、8日　午後7時30分

ちょっとハードに有酸素運動。がんばってウエ
ストー10センチ。

春日居あぐり情報ステーション
講 師

会 場

定 員

県埋蔵文化財センター　宮里学先生

50人
日 程 10月20日、27日午後2時から

ここまでわかった甲府城の歴史。発掘担当者に
直接聞きます。現地見学あり。

いちのみや桃の里スポーツ公園体育館
講 師

会 場

定 員

市スポーツ振興課　半田美恵子先生

20人
日 程 11月15日、22日、29日

12月6日、13日　午前10時

バランスボールを使っての運動の紹介と実践。

春日居あぐり情報ステーション
講 師

会 場

定 員

県史編纂室　平山優先生

100人
日 程 12月3日　午前10時

地域の古文書から、身近な歴史を学ぶ。地域歴
史講座

スコレーセンター
講 師

会 場

定 員

日本将棋連盟プロ棋士

親子ペア30組（60名）
日 程 9月24日　午後1時から4時

日本将棋連盟所属のプロの棋士が教える親子将棋講座で
す。親子でプロの技を学んでみませんか。見学自由です。

スコレーセンター
講 師

会 場

定 員

日本将棋連盟プロ棋士

親子ペア30組（60名）
日 程 10月29日　午後1時から4時

日本将棋連盟所属のプロの棋士が教える親子将棋講座で
す。親子でプロの技を学んでみませんか。見学自由です。

スコレーセンター
講 師

会 場

対 象

日本将棋連盟プロ棋士

親子将棋講座①、②参加の子供。
日 程 11月19日　午前10時～子供対局

午後1時～プロと補助指導者対局

プロの対局を見学してみませんか。

初回�県立博物館　2回目�スコレーセンター
講 師

会 場

定 員

県博物館学芸員　橋修先生

20人 材 料 費 初回500円持参
日 程 10月22日、29日　午後1時30分

体によい料理江戸時代の料理を再現する講座で
す。講義を聴いて、みんなで再現しましょう。

県立博物館
講 師

会 場

定 員

県博物館企画交流課長　小野正文先生

親子15組 材 料 費 当日500円持参
日 程 12月11日　午後1時30分から

ひと足はやい道祖神祭体験。他地域の道祖神ま
つり体験。

PCワークス（石和町東　橋信号北側）
講 師

会 場

定 員

PCワークス

20人
日 程 11月30日、12月2日、7日、9日　午後7時

インターネットとメールを中心としたパソコン
講座。

講 師

会 場 定 員

日 程

市スポーツ振興課　半田美恵子先生
若彦路ふれあいスポーツ館 40人
10月13日、27日
11月10日、24日、12月8日午前10時

ウエストー5センチをめざし、有酸素運動を中心
に無理なく運動。フェイスタオル持参。

講 師

会 場 定 員

日 程

県博物館学芸員　丸尾依子先生
県立博物館 20人
11月12日
午後1時30分

山梨の道祖神について各地域を比較しながら学
びます。博物館特別展の見学もあります。

■申込み期間
平成17年8月1日（月）から8月31日（水）までの間、午前9時から午後5時の間に受け付けます。
期間を過ぎても定員に達しない講座は、各窓口に掲示して再募集をする場合があります。

■受　付
規定の申込書（コピー可）により、持参、郵送、ファックスにて受け付けます。持参、郵送の場合は、「八代町南917八代
分庁舎内笛吹市教育委員会社会教育課」窓口及び「各地域の教育委員会事務所」窓口で受け付けます。（各施設等の閉庁日、
休館日を除きます）
　ファックスにてお申し込みの方は申し込み様式に必要事項を記入し、笛吹市教育委員会社会教育課市民講座担当宛にお送
りください。

■その他
・各講座は概ね90分としていますが、講座により多少の前後があります。また、時間設定が特殊な講座については各蘭に記します。
・それぞれの講座には講座番号が記してあります。お申込の際には必ず講座番号と講座名の両方をご記入ください。枝番号

がある場合には枝番号もご記入ください。
・応募者多数による抽選の際は、笛吹市民を優先します。
・郵送の場合は、受付確認書を返送するために、返信用の封筒に80円切手を貼って同封してください。
・講座は、一人がいくつ申し込んでも結構です。なお、陶芸等、同じ種目講座を複数お申込の場合、受講を制限させていた

だくことがあります。
・申込書は、市内各支所及び図書館、各教育委員会事務所窓口等に置いてあります。または、このページをコピーしてご記入ください。
・応募者が定員を超えた場合は、抽選により受講者を決定します。希望者が一定の数に達しない場合等は、講座を取りやめ

ることもあります。
・受講が決定した方には、詳細を記した講座受講者決定通知書をお届けします。
・材料費、テキスト代、使用料、入場料、保険料等の1,000円以上の負担金が必要な講座の受講者は、費用を先に納入して

頂きます。講座受講者決定通知書の中で指定する銀行口座へ、必要金額を振り込んでください。期限までに納入の無い場
合はキャンセルしたものとみなされますのでご承知ください。

・自己都合により受講ができなくなった場合は受講者負担金の返金はできません。主催者の都合により講座が行われなかっ
た場合は、振込み手数料を除き返金いたします。

・負担金等が1000円未満の場合は初回講座にご持参いただきます。

FAX番号
送 付 先

：
：

055-265-4856
〒406-8555
笛吹市八代町南917　笛吹市教育委員会　社会教育課　市民講座担当

■笛吹市民講座「スコレー大学」受講申込書■

住 所

申 込 者 氏 名

希望する講座番号 講 座 名

男 ・ 女

男 ・ 女 参 加 者 氏 名 生 年 月 日

電 話 番 号

生 年 月 日 明・大・昭・平 年 　 　 月 　 　 日

〒

■特別講座「親子将棋教室」申込書■

住 所
電 話 番 号

保 護 者 氏 名

〒

学 校 名

同 伴 す る 保 護 者 氏 名

学 年

・開校記念行事米長邦雄先生の記念講演は、お申込いただく必要はありません。�����
・特別講座、親子将棋教室へのお申込は下記様式にてお申込ください。尚、学校から配布された申込用紙にて、お申込の場合は学校を通じてお申込ください。

参

加

者

H　　.　　.　

H　　.　　.　

H　　.　　.　

H　　.　　.　

参加するお子さんとの関係 子・孫・その他



◎
日
時
　
平
成
17
年
９
月
27
日
（
火
）

　
午
後
６
時�

�開
場
／
午
後
７
時�

�開
演

◎
会
場
　
笛
吹
市
八
田
御
朱
印
公
園
特
設
ス
テ

ー
ジ
（
雨
天
の
場
合
は
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

「
集
会
室
」
と
な
り
ま
す
。
）

◎
主
催
　
石
和
薪
能
実
行
委
員
会
／
笛
吹
市
／

（
財
）
い
さ
わ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
／

石
和
観
能
会

◎
後
援
　
山
梨
県
／
山
梨
県
教
育
委
員
会

〈
チ
ケ
ッ
ト
〉　
指
定
席
５
０
０
０
円

◎
問
合
せ
先
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　
石
和
観
能
会
（
遠
妙
寺
）

　
☎
０
５
５
―
２
６
２
―
２
８
４
６

　
沢
田
屋
薬
局

　
☎
０
５
５
―
２
６
２
―
２
０
３
０

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
―
２
６
３
―
７
９
５
９

　
８
月
２
日
（
火
）
か
ら
発
売
開
始

◎
日
時
　
平
成
17
年
８
月
24
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
12
時

◎
会
場
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
２
Ｆ
資
料
展
示
室
、
和
室

◎
内
容
　
☆
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
絆
づ
く
り

　
　
　
　
　〔
講
師
〕
国
際
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
協
会
　
今
村
理
恵
子
さ
ん

　
　
　
　
　〔
対
象
〕
生
後
２
カ
月
〜
10
カ
月
位
ま
で
の
親
子
12
組

　
　
　
　
☆
親
子
で
遊
ぼ
う

　
　
　
　
　〔
内
容
〕
わ
ら
べ
う
た
、絵
本
、手
遊
び
、お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム

　
　
　
　
　〔
対
象
〕
０
〜
３
歳
ま
で
の
在
宅
で
育
児
中
の
親
子
20
組

◎
企
画
・
運
営
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ�

�Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ�

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

◎
申
し
込
み
　
☎
０
５
５
―
２
６
３
―
５
２
９
８（
星
合
）

※
い
ず
れ
も
参
加
費
無
料
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
平
成
17
年
６
月
11
日
、
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
普
及
と
育
成
及
び
活
動

の
活
発
化
を
図
り
、
青
少
年
に
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
し
、
も
っ
て
青
少
年
の
心
身
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
６
支
部
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
代
表
、
代
表
指
導
者
、
育
成
母
集
団
代
表
、
団
員
が
参
加
し
、「
笛
吹
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
本
部
設
立
総
会
及
び
結
団
式
」が
行
わ
れ
、
笛
吹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

会
　
長

　
平
成
17
年
６
月
23
日
、
笛
吹
市
ス
ポ
ー
ツ
振

興
審
議
会
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
は
、
本
市
教
育
委
員
会

の
諮
問
に
応
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
施
設
及
び
整
備

に
関
す
る
こ
と
や
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養
成
及

び
そ
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ

事
業
の
実
施
及
び
奨
励
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
本

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
事
項
に

つ
い
て
調
査
審
議
し
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
し
教

育
委
員
会
に
建
議
す
る
機
関
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
主
催
　
笛
吹
市
／
笛
吹
市
教
育
委
員
会

　
笛
吹
市
俳
句
の
里
さ
か
い
が
わ�

�小
学
生
・
中
学
生
俳
句
会
実
行
委
員
会

◎
後
援
　
文
部
科
学
省
／
山
梨
県
教
育
委
員
会
／
山
梨
日
日
新
聞
社

　
読
売
新
聞
甲
府
支
局
／
朝
日
新
聞
甲
府
総
局
／
毎
日
新
聞
甲
府
支
局

　
産
経
新
聞
社
甲
府
支
局
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局
／
山
梨
放
送

　
テ
レ
ビ
山
梨
／
テ
レ
ビ
朝
日
甲
府
支
局

募
集
要
項

　
俳
壇
の
巨
匠
飯
田
蛇
笏
・
龍
太
両
先
生
を
生
ん
だ
「
俳
句
の
里
」
旧
境
川
村

が
、
平
成
９
年
度
よ
り
小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
俳
句
会
を
開
催
し
、
こ
れ

ま
で
に
、
全
国
の
延
べ
９
万
人
に
及
ぶ
皆
さ
ん
か
ら
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。
平
成
16
年
10
月
の
町
村
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
笛
吹
市
に
お
い
て
も
、

子
供
た
ち
の
心
豊
か
な
成
長
と
地
域
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
、

９
回
目
を
迎
え
る
小
学
生
・
中
学
生
俳
句
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

①
部
門
　
小
学
生
・
中
学
生
の
２
部
門

②
条
件
　
１
人
１
句
（
四
季
雑
詠
・
自
作
で
未
発
表
の
も
の
）

③
方
法
　
・
所
定
の
投
句
用
紙
（
笛
吹
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に
丁
寧
に
記
入

　
　
　
　
・
作
品
の
横
に「
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
学
校
名
・
学
年
」を
記
入

　
　
　
　
・
各
学
校
の
先
生
ま
た
は
笛
吹
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
提
出

　
　
　
　
・
参
加
料
　
無
料

④
選
者
　
広
瀬�

�直
人
先
生
（
『
白
露
』
主
宰
）

⑤
賞
　
　
特
別
賞
（
各
部
門
１
名
）

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
・
山
梨
県
知
事
賞
・
山
梨
県
議
会
議
長
賞

山
梨
県
教
育
委
員
長
賞
・
山
梨
県
立
文
学
館
長
賞
・
笛
吹
市
長
賞

笛
吹
市
議
会
議
長
賞
・
笛
吹
市
教
育
委
員
長
賞

特
選
（
各
部
門
５
名
）・
秀
作
（
各
部
門
12
名
）

（
以
上
、賞
状
・
短
冊
・
句
集
）

入
選
（
各
部
門
若
干
名
）・
学
校
賞
（
各
部
門
１
校
　
賞
状
）

⑥
締
切
　
平
成
17
年
９
月
21
日
（
水
）
　
当
日
消
印
有
効

⑦
発
表
　
特
別
賞
　
各
学
校
、
ま
た
は
個
人
へ
通
知
（
12
月
上
旬
）

　
　
　
　
入
　
選
　
作
品
集
へ
の
掲
載
を
も
っ
て
発
表

④
表
彰
式
　
日
時
　
平
成
17
年
12
月
17
日
（
土
）
午
後
１
時

　
　
　
　
　
会
場
　
笛
吹
市
境
川
総
合
会
館

☆
投
句
先
・
問
合
せ
先
　
〒
４
０
６-

８
５
５
５�

山
梨
県
笛
吹
市
八
代
町
南
９
１
７
番
地

　
笛
吹
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
俳
句
会
係

　
☎
０
５
５
―
２
６
５
―
４
８
５
２
　
℻
０
５
５
―
２
６
５
―
４
８
５
６

　e
-
m

a
il

　h
a
ik

u
@

c
ity

.fu
e
fu

k
i.y

a
m

a
n

a
sh

i.jp

　U
R

L

　
　h

ttp
:/

/
w

w
w

.c
ity

.fu
e
fu

k
i.y

a
m

a
n

a
sh

i.jp
/

投 句 用 紙（ 縮 小 表 示 ）
用 紙 サ イ ズ ： A 4 版

樋
口
　
　
猛
（
八
代
町
南
）

副
会
長

荻
野
　
和
之
（
石
和
町
井
戸
）

本�
�部�

�長

小
林
　
則
嗣
（
御
坂
支
部
長
）

副
本
部
長

鶴
田
　
幸
男
（
八
代
支
部
長
）

副
本
部
長

田
中
　
敬
一
（
春
日
居
支
部
長
）

委
　
員

神
宮
司
由
則
（
石
和
町
下
平
井
）

委
　
員

長
沼
　
義
人
（
御
坂
町
井
之
上
）

委
　
員

石
原
　
正
和
（
御
坂
町
井
之
上
）

委
　
員

高
野
　
敏
之
（
一
宮
町
田
中
）

委
　
員

望
月
　
八
隅
（
一
宮
町
末
木
）

委
　
員

菊
島
　
正
毅
（
八
代
町
高
家
）

委
　
員

青
山
　
正
登
（
境
川
町
前
間
田
）

委
　
員

神
澤
　
敏
美
（
春
日
居
町
鎮
目
）

　
６
月
２
日
、
平
成
17
年
度
日
本
善
行
会
定
期

総
会
が
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
席
上
で
笛
吹
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ

ー
ダ
ー
ス
の
中
村
勝
雄
さ
ん
が
特
別
表
彰
「
善

行
銀
章
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
村
さ
ん
は
青
少
年
の
健
全
育
成
に
強
い
関

心
を
持
ち
、
県
子
ど
も
ク
ラ
ブ
関
連
事
業
へ
の

参
加
・
協
力
、
各
町
村
開
催
の
子
ど
も
ク
ラ
ブ

事
業
へ
の
指
導
・
助
言
を
行
い
、
長
年
に
わ
た

り
指
導
者
と
し
て
実
践
成
果
を
あ
げ
、
平
成
７

年
に
は
笛
吹
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ス
を
設
立
。

同
時
期
に
笛
吹
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
会
、
シ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
会
の
設
立
メ
ン
バ
ー
と
な
り
組

織
の
立
ち
上
げ
に
貢
献
し
、
以
来
県
下
各
地
に

わ
た
り
、
リ
ー
ダ
ー

会
の
組
織
に
尽
力
し

成
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
。



　
昔
、
玄
関
や
居
間
に
必
ず
と
い
っ
て
い
い
く

ら
い
飾
っ
て
あ
っ
た
貴
石
画
。
懐
か
し
い
貴
石

画
作
り
に
親
子
で
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
期
間
　
平
成
17
年
８
月
31
日
︵
水
︶
ま
で
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時��

※
予
約
が
必
要
で
す
。

◎
定
員
　
１
日
10
組

◎
料
金

①
フ
レ
ー
ム
小︵
12
㎝
×
16
㎝
︶貴
石
３
袋
付
　
６
０
０
円

②
フ
レ
ー
ム
小︵
12
㎝
×
16
㎝
︶貴
石
６
袋
付
　
８
０
０
円

③
フ
レ
ー
ム
大︵
20.5
㎝
×
25.5
㎝
︶貴
石
10
袋
付
１
５
０
０
円

◎
そ
の
他
　
８
月
31
日
︵
水
︶
ま
で
の
期
間
限
定

で
無
料
親
子
フ
リ
ー
パ
ス
券
発
行
し
て
い
ま
す
。

※
何
回
で
も
入
館
が
無
料
で
す
が
、
小
学
生

親
子
に
限
り
ま
す
。

※
貴
石
画
教
室
参
加
者
に
限
り
、
ご
来
館
時

に
発
行
い
た
し
ま
す
。

　
や
ま
な
し
伝
統
産
業
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

行
く
夏
を
惜
し
み
な
が
ら
、
模
擬
店
や
伝
統
工
芸

体
験
な
ど
で
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
　
平
成
17
年
８
月
27
日︵
土
︶

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
︵
小
雨
決
行
︶

◎
場
所
　
や
ま
な
し
伝
統
工
芸
館
敷
地
内
︵
大

駐
車
場
あ
り
︶

◎
内
容
　
●�

伝
統
工
芸
品
の
実
演
・
展
示
即
売

　
●�

体
験
コ
ー
ナ
ー
︵
藍
染
め
・
篆
刻
・
型
染
め
の

絵
は
が
き
な
ど
︶　
●�

模
擬
店

◎
問
合
せ
先
　
や
ま
な
し
伝
統
工
芸
館

　
☎
０
５
５
︱
２
６
３
︱
６
７
４
１

華
麗
な
名
曲
の
数
々

全
国
ど
こ
で
も
大
人
気
の
自
衛
隊
の
音
楽
隊

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

入
場
無
料︵
要
整
理
券
︶

◎
日
時
　
平
成
17
年
10
月
２
日
︵
日
︶

　
午
後
１
時
30
分�

開
場
／
午
後
２
時�

開
演

◎
会
場
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー﹁
集
会
室
﹂

◎
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
︱
２
６
３
︱
７
９
５
９

＊
入
場
整
理
券
ご
希

望
の
方
は
、
ス
コ
レ

ー
セ
ン
タ
ー
窓
口

ま
で
お
い
で
く
だ

さ
い
︵
８
月
２
日
か

ら
︶

やまなし伝統工芸館からのお知ら

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
で
は
﹁
お
お
む
か
し
の
人

の
絵
﹂
を
募
集
し
ま
す
。
ど
ん
な
顔
？
ど
ん
な
服
？

自
由
に
考
え
て
描
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
者
　
市
内
の
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た

で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。親
子
で
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

◎
応
募
要
領
　
画
用
紙
に
絵
の
具
や
ク
レ
パ
ス
で

描
い
て
く
だ
さ
い
。
絵
の
裏
に
必
ず
お
名
前
・
年

齢
︵
学
校
名
と
学
年
︶・
住
所
・
電
話
番
号
を
お
書
き

く
だ
さ
い
。
応
募
者
に
は
景
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

◎
応
募
期
限
　
平
成
17
年
８
月
28
日
︵
日
︶
夏
休

み
を
利
用
し
て
描
い
て
く
だ
さ
い
！

◎
そ
の
他
　
作
品
は
、
平
成
17
年
９
月
10
日︵
土
︶

〜
11
月
23
日
︵
水
︶
の
間
、
釈
迦
堂
遺
跡
博
物

館
に
飾
り
ま
す
。

◎
応
募
・
問
合
せ
先
　

　
〒
４
０
５-

０
０
５
４�

笛
吹
市
一
宮
町
千
米
寺
７
６
４

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
ま
で

☎
０
５
５
３
︱
４
７
︱
３
３
３
３︵
火
曜
日
休
館
︶

　
※
応
募
は
郵
送
で
も
可
能
で
す
。

◎
開
催
期
間
　
平
成
17
年
８
月
13
日︵
土
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
９
月
11
日︵
日
︶

◎
観
覧
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
︵
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
︶

◎
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

◎
観
覧
料
金
　
無
料

◎
主
な
展
示
資
料

　
笛
吹
市
内
の
戦
没
者
の
遺
影
・
遺
品
。

　
大
型
紙
芝
居﹃
軍
馬
の
涙
﹄・
軍
馬
関
係
資
料
。

◎
問
合
せ
先
　
春
日
居
郷
土
館

　
☎
０
５
５
３
︱
２
６
︱
５
１
０
０

　
暑
い
夏
の
訪
れ
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
が
学
校
か
ら
、
家
庭
・
地
域
に

代
わ
り
、
地
域
で
青
少
年
た
ち
と
、と
も
に
活
動
で
き
る
絶
好
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
青
少
年
が
家
庭
生
活
や
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
促
進
す
る
中

で
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
家
庭
、
地
域
、
学
校

が
力
を
合
わ
せ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

�

家
庭
で
の
取
り
組
み

　
青
少
年
が
社
会
人
に
な
る
た
め
に
必
要
な
基
本
的
な
生
活
習
慣
、
社
会
規
範

な
ど
は
家
庭
で
培
わ
れ
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
お
い
て
、
家
庭
の
果
た
す
役

割
は
大
変
重
要
で
す
。

　
夏
は
青
少
年
の
生
活
が
家
庭
を
中
心
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
家
族
の
絆
を
強
く
結
び
、

家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
、
責
任
あ
る
行
動
を
さ
せ
る
よ
い
機
会
で
す
。

◎
家
庭
の
中
で
語
り
合
う
機
会
を
多
く
つ
く
り
、
青
少
年
に
役
割
を
も
た
せ
、

家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
あ
る
生
活
を
さ
せ
る
。

◎
家
族
み
ん
な
で
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
、
地
域
の
異
な

る
年
代
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
人
間
関
係
を
育
み
、
社
会
参
加

の
意
欲
を
育
て
る
。

◎
家
庭
教
育
の
講
座
や
研
修
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
保
護
者
と
し
て
の
力
を

高
め
る
。

◎
青
少
年
へ
の
悩
み
や
心
配
事
は
、
す
ぐ
に
町
や
学
校
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相

談
す
る
。

◎
ア
ダ
ル
ト
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
へ
の
﹁
接
続
防
止
ソ
フ
ト
﹂
や
プ
ロ
バ
イ
ダ

の
﹁
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
﹂
を
利
用
し
、
青
少
年
に
視
聴
で
き
な
い

よ
う
に
設
定
す
る
。

�

地
域
で
の
取
り
組
み

　
地
域
は
青
少
年
が
友
だ
ち
と
の
遊
び
や
地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ

社
会
性
を
身
に
付
け
る
場
で
あ
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
は
青
少
年
と
地
域
と
の
関
わ
り
の
希
薄
化
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
夏
は
青
少
年
が
地
域
で
活
動
で
き
る
機
会
で
す
。
青
少
年
に
も
魅
力
あ

る
地
域
活
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

◎
地
域
で
の
日
常
の
あ
い
さ
つ
な
ど
、
近
隣
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
て
、
地
域
の
人
と
の
温
か
い
人
間
関
係
を
築
く
。

◎
地
域
住
民
と
青
少
年
と
が
協
力
で
き
る
地
域
の
行
事
や
活
動
を
仕
組
み
社
会

参
加
の
促
進
と
青
少
年
と
地
域
と
の
連
携
を
図
る
。

◎
地
域
住
民
や
関
係
機
関
、
団
体
が
一
体
と
な
り
、
青
少
年
の
非
行
防
止
青
少

年
の
健
全
育
成
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
環
境
浄
化
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

◎
青
少
年
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
活
動
の
充
実
と
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
。

毎
月
、第
１
日
曜
日
は﹁
家
庭
の
日
﹂、第
３
日
曜
日
は﹁
青
少
年
を
育
む
日
﹂で
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
県
民
ぐ
る
み
で
普
及
推
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

重点目標

１
青
少
年
の
心
の
成
長
を
支
援
を
し
よ
う

　
・
基
本
的
生
活
習
慣
と
社
会
規
範
の
定
着
を
図
る

　
・
虐
待
の
未
然
防
止
と
相
談
活
動
の
充
実
を
図
る

　
・
喫
煙
、
飲
酒
、
薬
物
乱
用
防
止
の
啓
発
運
動
を
展
開
す
る

　
・
性
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
普
及
す
る

　
・
有
害
サ
イ
ト
へ
の
﹁
接
続
防
止
ソ
フ
ト
﹂
を
普
及
す
る

２
青
少
年
の
地
域
活
動
を
支
援
し
よ
う

　
・
幼
子
の
遊
び
場
づ
く
り
の
推
進
を
図
る

　
・
異
年
齢
、
三
世
代
の
交
流
体
験
活
動
の
推
進
を
図
る

　
・
子
ど
も
ク
ラ
ブ
活
動
の
工
夫
と
活
性
化
を
図
る

　
・
自
然
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
積
極
的
参
加
を
図
る

山

梨

県

青

少

年

総

合

対

策

本

部

社
団
法
人��

青
少
年
育
成
山
梨
県
民
会
議

笛
吹
市
青
少
年
育
成
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
会

〜
８
月
11
日︵
木
︶か
ら
特
別
展
〜

　
今
年
６
月
に
釈
迦
堂
遺
跡
の
土
器
や
石
器
が

国
重
要
文
化
財
に
追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
博

物
館
に
あ
る
重
要
文
化
財
は
な
ん
と
５
５
９
９
点
！

　
こ
の
指
定
を
記
念
し
て
、
縄
文
人
が
残
し
た

た
く
さ
ん
の
土
器
や
道
具
を
展
示
し
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
募
集
し
た﹁
お

お
む
か
し
の
人
の
絵
﹂を
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

　
縄
文
人
の
み
せ
る
美
・
技
・
ぬ
く
も
り
、
ぜ

ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ
先
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
０
５
５
３
︱
４
７
︱
３
３
３
３

釈迦堂遺跡博物館からのおしらせ

春日居郷土館からのお知ら笛吹市誕生一周年記念



笛吹市石和図書館

おはなし会タンタン"タンタン10周年記念スペシャル"
●8月18日（木）午前10時から（詳細は次ページ）

家族で始めようブックスタート
●8月25日（木）午前10時30分〜11時30分

耳をすませばえほん隊「夏休みこどもアニメ映画会」
●8月6日（土）・13日（土）・20日（土）・27日（土）
　午前11時〜11時30分・午後2時〜2時30分
　毎週土曜日2回開催

笛吹市八代図書館

おはなし会さかいがわ
●8月20日（土）午後2時から
（毎週土曜日、随時おはなし会を予定しています）

笛吹市境川図書室

※図書館のおはなし会は、子どもたちだけでなく、
敬老会・公民館・まつり・老人ホーム・デイサービ
ス施設・病院等に出向き、年配者の方々にもサー
ビスをさせていただいています。ご要望があれ
ば随時出前おはなし会を行っていますので、下
記にお問合せください。

■問合せ先　石和図書館　055-262-5959（担当雨宮）

おはなしのへやもも
●8月9日（火）・23日（火）
　午前10時30分から（乳幼児向け）
●8月20日（土）
　午後1時30分から（幼児・小学生向け）

夏休みこどもインターネット教室
●7月30日（土）・8月6日（土）午前9時30分〜11時30分
（定員18名・申し込み必要、定員になり次第締め切り）

おりがみを楽しもう!
●8月13日（土）午前10時30分から

笛吹市春日居ふるさと図書館

おはなしのゆりかご
●8月3日（水）
午前10時15分〜10時45分（1歳6カ月児〜3歳児）
午前11時〜11時30分（0歳児〜1歳5カ月児）

真夏のおはなし会
●8月10日（水）午後1時30分から

夏休み工作教室
●8月4日（木）午後2時から（小学生1〜3年）
●8月5日（金）午後2時から（小学生4〜6年）
定員15名（申し込みは一宮図書館まで）

夏休み映画会
●8月13日（土）午前10時から
●8月14日（日）午後2時から

笛吹市一宮図書館笛吹市一宮図書館

笛吹市石和図書館

笛吹市御坂図書館

笛吹市一宮図書館

笛吹市八代図書館

笛吹市境川図書室

笛吹市春日居ふるさと図書館

＊

＊

＊

＊

＊

＊

：

：

：

：

：

：

1日（月）・ 8日（月）・15日（月）・22日（月）・29日（月）

3日（水）・10日（水）・17日（水）・24日（水）・31日（水）

1日（月）・ 8日（月）・15日（月）・16日（火）・22日（月）・29日（月）・31日（水）

1日（月）・ 8日（月）・15日（月）・22日（月）・29日（月）・31日（水）

7日（日）・14日（日）・21日（日）・28日（日）

1日（月）・ 8日（月）・15日（月）・22日（月）・29日（月）・31日（水）

　お陰さまで、タンタンの活動も10年が過ぎようとしています。

　図書館で子育て支援を行う中で、いろいろな方と出会いさまざまなことを学ばせていただきました。

　始めの頃のおはなし会は、わずか1・2組の親子だったのが現在は毎回40から50組の親子が参加し

てくださいます。

　また、なかなか本の読み聞かせも落ち着いて聞けなかった子どもも、タンタン卒業（卒タン）の

頃になるとじっとお話が聞けるようになります。中でも、あるお母さんから、「タンタンがある日は、

子どもが楽しみでいつもよりご飯を食べたり、お出かけの支度をスムーズにしてくれるくらい影響

があるのですよ。」、「小学生になった子どもがタンタンを覚えていて妹にタンタンのおはなし会を

真似してやるんですよ。」⋯⋯と嬉しい感想もたくさん寄せてくださいます。

　子どもたちの成長を見て、タンタン・職員一同大きな喜びを感じています。

　これからも、おはなし会タンタンで本の楽しさ・本を通して親子のスキンシップの大切さを伝え

ていきたいと思っています。

　今後ともよろしくお願いします。

（タンタン・職員一同）

※おはなし会などくわしくは各図書館のチラシをご覧ください。

平成17年8月18日（木）午前10時から

笛吹市石和図書館玄関前・おはなしコーナー

ヨーヨーつり・輪投げあそび・くじびき

おはなし会（本のよみきかせ・かみしばい・パネルシアターなど）

※入場は無料（どなたでも参加できます）
　小学生・保育園のみなさんも大歓迎です。

おはなし会の様子

笛吹市御坂図書館

おはなし会ぴょんぴょん
●8月9日（火）・23日（火）午前11時〜11時30分
（この日以外にも要望があれば本の読み聞かせをします）

楽蔵（映画会・お話・工作）
●8月6日（土）午後2時から

親子で星空ウォッチング
●8月6日（土）午後7時〜8時30分
　定員20組
　親子で参加できる方のみ（申し込みは御坂図書館まで）

らく�ぞう

バムケロおはなし会
●8月13日（土）午後1時30分から

子ども夏休み特別企画（申し込みは八代図書館まで）

読書感想文の書き方ヒント
●8月4日（木）午前9時30分から（小学生1〜3年）
　8月5日（金）午前9時30分から（小学生4〜6年）

工作教室
●8月6日（土）午前9時30分から

絵手紙
●8月7日（日）午前9時30分から



　
甲
府
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、毎
月
社
会

保
険
相
談
所
を
開
設
し
、健
康
保
険
に
関
す

る
簡
単
な
事
務
処
理
や
相
談
業
務
、ま
た
厚

生
年
金
保
険
並
び
に
国
民
年
金
に
関
す
る

各
種
相
談
や
受
付
を
行
い
、事
業
主
や
被
保

険
者
の
方
々
に
便
宜
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

平
成
17
年
８
月
16
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜
12
時

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所

　
笛
吹
市
商
工
会
本
所（
旧
石
和
町
商
工
会
）

■
問
合
せ
先

甲
府
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
５
５
―
２
５
２
―
１
４
３
１

　
８
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
更
新

月
で
す
。

　
受
給
者
の
所
得
や
養
育
状
況
を
確
認

し
、
引
き
続
き
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か

を
決
め
る
大
切
な
届
け
で
す
。

　
現
在
、
受
給
し
て
い
る
方
に
現
況
届

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
し
な
い
と

手
当
を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
届
出
・
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部

児
童
課
児
童
家
庭
担
当

　
☎
０
５
５
―
２
６
１
―
１
９
０
４

　
親
子
で
お
も
い
っ
き
り
体
を
動
か
し

て
遊
び
ま
す
。
保
護
者
の
運
動
不
足
解

消
・
ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

平
成
17
年
９
月
７
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
は
午
前
９
時
45
分
か
ら
）

■
場
所

笛
吹
市
御
坂
町
栗
合
３
７
４

　
　
御
坂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　
市
内
在
住
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

■
定
員

　
70
組

■
参
加
料

　
無
料

■
申
込
期
限

　
平
成
17
年
８
月
26
日
（
金
）

■
持
ち
物

う
わ
ば
き
・
汗
拭
き
タ
オ
ル
・
飲
み

物
・
子
ど
も
の
身
の
回
り
品

■
講
師

山
梨
学
院
短
期
大
学

　
助
教
授
　
川
上
　
琴
美
先
生

■
申
込
・
問
合
せ
先

御
坂
支
所
健
康
福
祉
課
　
保
健
師
ま
で

☎
０
５
５
―
２
６
２
―
２
２
７
１

■
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は

　
市
の
施
策
の
計
画
段
階
で
原
案
を

公
表
し
て
、
市
民
の
意
見
を
募
集
し
、

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
参
考
に
最
終
決

定
を
行
う
制
度
で
す
。

■
試
験
的
な
導
入
の
た
め

本
年
度
（
平
成
17
年
度
）
は
一
部
の

計
画
に
限
り
ま
す
。

■
実
施
方
法
は

〔
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
加
す
る
〕

①
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
選
択

②
募
集
中
の
案
件
を
選
択
・
閲
覧

③
募
集
用
紙
に
意
見
を
記
入

④
指
定
ア
ド
レ
ス
へ
送
信

〔
そ
の
他
〕

　
左
記
あ
て
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
秘
書
政
策
室
総
合
政
策
担
当

☎
０
５
５
―
２
６
２
―
４
１
１
１

　
笛
吹
市
で
は
、
笛
吹
市
出
身
で
文
化
・

芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
・
教
育
・
経
済
等
、

あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
、
全
国
・

世
界
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
に
、
ふ
る
さ
と
笛
吹
市
の
今

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
素
晴
ら

し
い
ふ
る
さ
と
に
発
展
す
る
た
め
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
「
笛
吹

市
ふ
る
さ
と
大
使
」
の
認
定
事
業
を
、

市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
あ
い
」
の
協
力
に
よ
り
開
始
い
た

し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
お
知
り
合
い
に
「
笛
吹

市
ふ
る
さ
と
大
使
」
に
推
薦
し
た
い

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

　
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

秘
書
政
策
室
総
合
政
策
担
当

☎
０
５
５
―
２
６
２
―
４
１
１
１

■
日
時

平
成
17
年
８
月
26
日
（
金
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

■
場
所

　
笛
吹
市
働
く
婦
人
の
家

■
定
員

　
15
名

（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
材
料
費

　
１
０
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
空
き
箱
（
手
作
り
石
鹸

の
お
持
ち
帰
り
に
）

■
申
込
期
限

　
平
成
17
年
８
月
23
日
（
火
）

■
講
師

　
清
水
　
き
く
子
先
生

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
働
く
婦
人
の
家

☎
０
５
５
―
２
６
５
―
４
５
９
６

　
八
代
支
所
地
域
振
興
課

☎
０
５
５
―
２
６
５
―
２
１
１
１

■
日
時

平
成
17
年
９
月
21
日
（
水
）
・
28
日

（
水
）
・
10
月
５
日
（
水
）（
全
３
回
）

午
後
７
時
30
分
か
ら

■
場
所

　
笛
吹
市
働
く
婦
人
の
家

■
定
員

　
20
名

（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
持
ち
物

　
動
き
や
す
い
服
装
・
ソ
ッ
ク
ス

■
申
込
期
限

　
平
成
17
年
９
月
15
日
（
木
）

■
講
師

　
武
田
　
薫
先
生

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
働
く
婦
人
の
家

☎
０
５
５
―
２
６
５
―
４
５
９
６

　
八
代
支
所
地
域
振
興
課

☎
０
５
５
―
２
６
５
―
２
１
１
１

　
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
で
は
、

毎
月
１
回
不
動
産
に
関
す
る
無
料
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
日
時

平
成
17
年
８
月
22
日
（
月
）・
９
月
20

日
（
火
）・
10
月
20
日
（
木
）・
11
月
21
日

（
月
）・
12
月
20
日
（
火
）・
平
成
18
年
１

月
20
日
（
金
）・
２
月
21
日
（
火
）・
３
月

22
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
は
休
み
）

■
場
所

山
梨
市
中
村
８
３
４
―
５

山
梨
法
人
会
館
内

（
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

峡
東
支
部

■
相
談
内
容

・
土
地
、
建
物
等
の
契
約
に
関
す
る

相
談

・
借
地
借
家
に
関
す
る
相
談

・
そ
の
他
不
動
産
全
般

■
問
合
せ
先

（
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

峡
東
支
部

　
☎
０
５
５
３
―
２
３
―
１
４
８
１

（
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
）

雨

宮

逸

平

様

（
東
京
都
目
黒
区
）

（
財
）
北
野
生
涯
教
育
振
興
会�

様

（

石

和

町

市

部

）

善
意
の
ご
寄
付

ハ
ー
ブ
石
鹸
づ
く
り
教
室

〜

使

っ

て

良

さ

が

わ

か

る

　
天
然
の
ハ
チ
ミ
ツ
入
り
　
〜

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

〜
楽
し
く
リ
ズ
ム
に
の
り
ま
し
ょ
う
！
〜
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